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第
二
次
世
界
大
戦
前
夜
の
一
九
三
九
年
三
月
、
ド
イ
ツ
で
「
伯

林
（
ベ
ル
リ
ン
）
日
本
古
美
術
展
」
が
開
催
さ
れ
た
。
日
独
「
枢

軸
」
形
成
の
文
脈
で
文
化
的
宣
伝
工
作
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
た

同
展
覧
会
は
、
し
か
し
同
時
に
、
西
洋
に
お
け
る
日
本
美
術
受
容

の
系
譜
に
お
い
て
は
、
高
度
に
発
展
し
た
学
術
的
見
地
に
支
え
ら

れ
て
い
た
。
本
書
は
こ
の
展
覧
会
に
着
目
し
て
、
学
術
研
究
が
政

治
的
な
宣
伝
工
作
と
取
り
結
ん
だ
相
互
依
存
と
緊
張
を
孕
ん
だ
関

係
に
つ
い
て
検
証
を
加
え
て
い
る
。
美
術
史
の
分
野
で
ウ
ィ
ー
ン

世
紀
末
美
術
や
ド
イ
ツ
に
お
け
る
日
本
美
術
受
容
を
テ
ー
マ
に
研

究
を
重
ね
て
来
た
筆
者
が
、
二
十
年
に
及
ぶ
調
査
研
究
に
基
づ
き

満
を
持
し
て
発
表
し
た
労
作
で
あ
る
。

同
展
覧
会
に
つ
い
て
は
、
関
係
者
ら
が
戦
後
僅
か
に
言
及
す
る

に
留
ま
り
（
1
）
、
近
年
よ
う
や
く
研
究
対
象
と
し
て
着
目
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
が
（
2
）
、
未
だ
研
究
蓄
積
は
わ
ず
か
で
あ
る
。
学
術
界

の
動
向
や
人
的
交
流
、
日
独
両
国
の
政
治
構
想
、
メ
デ
ィ
ア
報
道

な
ど
の
諸
側
面
か
ら
、
同
展
覧
会
に
つ
い
て
体
系
的
に
分
析
を
加

え
た
研
究
は
、
本
書
が
嚆
矢
と
い
え
る
。
ま
た
、
筆
者
が
注
記
で

紹
介
す
る
豊
富
な
原
史
料
や
、
日
独
両
国
で
広
汎
に
渉
猟
し
た
参

考
文
献
の
数
々
は
、
関
連
分
野
の
研
究
者
に
大
い
に
示
唆
を
与
え

る
も
の
で
あ
る
。

安
松
み
ゆ
き
著

『
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
と〈
帝
国
〉日
本
美
術

│
│
歴
史
か
ら
消
さ
れ
た
展
覧
会
│
│
』山

本

晶

子

書

評書

評

一
七
七
（
四
〇
一
）



一
、
本
書
の
要
約

以
下
、
本
書
の
概
略
を
紹
介
す
る
。
本
書
の
章
立
て
は
次
の
通

り
で
あ
る
。

プ
ロ
ロ
ー
グ

歴
史
か
ら
消
え
た
展
覧
会

第
一
章

ド
イ
ツ
の
日
本
美
術
受
容

第
二
章

伯
林
日
本
古
美
術
展
と
そ
の
開
催
経
緯

第
三
章

ヒ
ト
ラ
ー
と
雪
村
筆
《
風
濤
図
》

第
四
章

ド
イ
ツ
の
メ
デ
ィ
ア
が
報
じ
た
伯
林
日
本
古
美
術
展

エ
ピ
ロ
ー
グ

伯
林
日
本
古
美
術
展
の
光
と
影

第
一
章
「
ド
イ
ツ
の
日
本
美
術
受
容
」
で
は
、
展
覧
会
開
催
に

至
る
学
術
的
基
盤
の
構
築
過
程
に
つ
い
て
、
主
に
ド
イ
ツ
の
美
術

史
家
キ
ュ
ン
メ
ル
に
焦
点
を
当
て
て
検
証
を
加
え
て
い
る
。
二
十

世
紀
初
頭
以
来
、
日
本
美
術
に
関
す
る
研
究
は
ド
イ
ツ
で
独
自
の

進
展
を
遂
げ
た
と
筆
者
は
指
摘
す
る
。
西
洋
に
お
け
る
従
来
の
日

本
美
術
受
容
は
、
年
代
的
に
近
世
を
中
心
と
し
、
収
集
対
象
も
浮

世
絵
や
工
芸
に
偏
っ
て
い
た
が
、
キ
ュ
ン
メ
ル
ら
は
、
絵
画
・
彫

刻
に
も
目
を
向
け
、
歴
史
的
に
体
系
立
っ
た
受
容
へ
と
転
換
す
る

こ
と
を
目
指
し
た
。
彼
ら
は
既
存
の
在
欧
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
捉
わ

れ
ず
、
日
本
人
研
究
者
ら
と
積
極
的
に
交
流
し
、
日
本
国
内
の
美

術
史
研
究
の
成
果
を
ド
イ
ツ
の
学
界
に
取
り
入
れ
て
ゆ
く
。
更
に
、

専
門
雑
誌
の
出
版
や
、
美
術
協
会
・
美
術
館
の
開
設
を
通
じ
て
、

ド
イ
ツ
国
内
で
大
規
模
な
日
本
美
術
展
覧
会
を
開
催
す
る
基
盤
が

急
速
に
整
え
ら
れ
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
二
九
年
に
日
本
で

国
宝
保
存
法
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
日
本
か
ら
の
美
術
作

品
の
海
外
搬
出
は
困
難
と
な
り
、
海
外
で
の
大
規
模
な
日
本
美
術

展
覧
会
の
開
催
は
、
事
実
上
ほ
ぼ
不
可
能
と
な
っ
て
し
ま
う
。

第
二
章
「
伯
林
日
本
古
美
術
展
と
そ
の
開
催
経
緯
」
で
は
、
美

術
展
開
催
を
め
ぐ
る
政
治
的
思
惑
と
学
術
的
意
図
の
交
錯
に
つ
い

て
分
析
し
て
い
る
。
一
九
三
六
年
の
日
独
防
共
協
定
締
結
を
き
っ

か
け
に
キ
ュ
ン
メ
ル
と
駐
日
大
使
デ
ィ
ル
ク
セ
ン
が
日
本
政
府
に

直
接
働
き
か
け
、
漸
く
実
現
に
漕
ぎ
つ
け
た
美
術
展
は
、
キ
ュ
ン

メ
ル
ら
の
意
図
を
反
映
し
、
彫
刻
と
絵
画
を
中
心
に
古
代
か
ら
近

代
ま
で
の
作
品
を
体
系
的
に
揃
え
た
学
術
的
に
質
の
高
い
も
の
と

な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
筆
者
の
分
析
に
よ
れ
ば
、
海
外
へ
の
国

宝
搬
出
を
拒
む
日
本
国
内
の
反
対
論
を
防
共
政
策
が
圧
倒
し
、
同

時
に
、
美
術
史
家
ら
の
研
究
成
果
が
国
策
に
便
乗
す
る
こ
と
で
実

を
結
ん
だ
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

第
三
章
「
ヒ
ト
ラ
ー
と
雪
村
筆
《
風
濤
図
》」
で
は
、
出
展
作

品
の
一
つ
で
あ
っ
た
室
町
時
代
の
水
墨
画
・
雪
村
筆
《
風
濤
図
》

を
事
例
に
、
日
独
の
報
道
内
容
の
相
違
に
注
目
し
て
、
展
覧
会
を

め
ぐ
る
両
国
の
政
治
的
思
惑
の
す
れ
違
い
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

史

学

第
八
七
巻

第
三
号
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七
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日
本
で
は
ヒ
ト
ラ
ー
が
《
風
濤
図
》
を
絶
賛
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が

報
じ
ら
れ
た
が
、
ド
イ
ツ
の
報
道
で
は
ヒ
ト
ラ
ー
は
儀
礼
的
・
政

治
的
場
面
に
の
み
登
場
し
、
個
別
の
作
品
に
対
す
る
私
的
な
評
価

は
一
切
報
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
筆
者
は
そ
の
理
由
を
、
ナ
チ
政
権

の
成
立
以
来
日
独
間
で
続
い
て
い
た
人
種
問
題
を
め
ぐ
る
応
酬
が

未
解
決
で
あ
っ
た
こ
と
に
求
め
る
。
日
本
民
族
を
含
め
た
諸
民
族

を
階
層
的
に
位
置
づ
け
、
ア
ー
リ
ア
人
種
を
優
秀
民
族
と
定
義
す

る
ナ
チ
ス
思
想
に
、
修
正
を
求
め
て
き
た
日
本
側
は
、
ヒ
ト
ラ
ー

自
身
に
よ
る
「
盟
邦
」
日
本
へ
の
賞
賛
を
必
要
と
し
た
。
一
方
ド

イ
ツ
で
は
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
日
本
美
術
に
対
す
る
肯
定
的
な
評
価
は

ナ
チ
ス
思
想
を
根
底
か
ら
揺
る
が
す
危
険
性
が
あ
っ
た
た
め
、
言

説
上
及
び
映
像
上
、
周
到
に
評
価
の
如
何
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
と

い
う
。

第
四
章
「
ド
イ
ツ
の
メ
デ
ィ
ア
が
報
じ
た
伯
林
日
本
古
美
術

展
」
で
は
、
ド
イ
ツ
国
内
の
専
門
家
や
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
日
本
美

術
に
関
す
る
言
説
を
検
証
し
て
い
る
。
日
独
両
国
の
文
化
的
な
共

通
性
を
強
調
す
る
政
治
的
論
調
と
学
術
的
な
美
術
論
を
巧
み
に
切

り
分
け
た
キ
ュ
ン
メ
ル
、
日
本
美
術
に
「
ア
ー
リ
ア
」
的
要
素
を

見
出
し
強
引
な
解
釈
を
加
え
た
ナ
チ
系
批
評
家
、「
退
廃
」
美
術

と
日
本
美
術
の
共
通
性
を
指
摘
し
ナ
チ
ス
の
美
術
観
の
矛
盾
を
突

い
た
近
代
美
術
擁
護
者
、
政
治
的
話
題
を
拒
否
し
「
行
間
の
抵

抗
」
を
見
せ
た
専
門
家
リ
ン
フ
ェ
ル
ト
な
ど
、
種
々
の
立
場
が
存

在
し
た
。
筆
者
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
個
々
の
論
評
か
ら
は
、
当
時

の
言
論
界
に
満
ち
て
い
た
緊
張
と
、
文
化
統
制
下
で
は
意
外
な
ほ

ど
の
多
様
性
が
浮
か
び
上
が
る
と
い
う
。
他
方
、
専
門
家
に
よ
る

評
論
に
お
い
て
さ
え
、
西
洋
美
術
に
準
拠
し
た
指
標
が
日
本
美
術

に
対
す
る
価
値
判
断
の
前
提
と
な
っ
て
お
り
、
メ
デ
ィ
ア
で
も
、

浮
世
絵
な
ど
従
来
の
典
型
的
「
日
本
美
術
」
像
に
合
致
す
る
作
品

に
対
す
る
人
気
の
偏
り
が
見
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
点
で
、
限
定
的

な
認
識
枠
組
み
や
従
来
の
固
定
観
念
が
、
ド
イ
ツ
国
内
の
日
本
美

術
評
価
に
大
き
な
影
を
落
と
し
て
い
た
と
筆
者
は
考
察
す
る
。

終
章
で
筆
者
は
、
伯
林
日
本
古
美
術
展
は
学
術
的
に
高
度
な
質

の
高
い
展
覧
会
で
あ
っ
た
が
、
日
独
に
よ
る
戦
争
の
序
章
と
し
て

後
年
位
置
づ
け
ら
れ
た
た
め
、
戦
後
長
ら
く
忘
却
さ
れ
て
き
た
と

指
摘
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
同
展
覧
会
を
「
美
術
と
政
治
の
不
幸
な

例
」
と
し
、
当
時
の
専
門
家
が
そ
れ
ぞ
れ
に
見
せ
た
動
向
は
、
政

治
的
作
用
を
受
け
た
際
に
個
々
人
が
い
か
に
振
る
舞
う
べ
き
か
に

つ
い
て
、
時
代
を
越
え
て
示
唆
を
与
え
る
も
の
だ
と
結
ん
で
い
る
。

二
、
本
書
の
意
義

本
書
の
意
義
と
し
て
、
次
の
三
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

第
一
に
、
本
書
は
緻
密
な
実
証
研
究
を
積
み
重
ね
、
西
洋
に
お

書

評

一
七
九
（
四
〇
三
）



け
る
日
本
美
術
受
容
と
日
独
文
化
交
流
の
史
的
研
究
に
大
き
な
成

果
を
齎
し
た
。
ド
イ
ツ
国
内
の
日
本
美
術
を
め
ぐ
る
学
術
動
向
や

報
道
内
容
に
つ
い
て
、
広
汎
な
史
料
や
文
献
に
基
づ
き
検
証
を
積

み
上
げ
て
ゆ
く
強
靭
か
つ
緻
密
な
行
論
に
は
感
嘆
さ
せ
ら
れ
る
。

殊
に
日
独
文
化
交
流
史
研
究
に
と
っ
て
、
本
書
は
必
読
書
の
一

つ
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
本
書
の
検
証
を
通
し
、
伯
林
日

本
古
美
術
展
が
一
九
三
〇
年
代
の
日
独
文
化
交
流
の
特
徴
を
象
徴

的
に
体
現
し
て
い
た
こ
と
、
し
か
し
同
時
に
、
他
の
文
化
事
業
と

は
異
な
る
特
殊
性
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
、
明
ら
か
に
な
っ
た
か

ら
で
あ
る
。
ま
ず
象
徴
性
だ
が
、
枢
軸
を
形
成
し
た
日
独
関
係
が

孕
ん
で
い
た
妥
協
し
難
い
同
床
異
夢
は
、
文
化
的
側
面
に
お
い
て

は
特
に
人
種
問
題
を
め
ぐ
っ
て
、
ユ
ダ
ヤ
人
講
師
待
遇
や
翻
訳
出

版
等
の
議
題
で
度
重
な
る
衝
突
と
な
っ
て
顕
在
化
し
て
い
た
。
本

書
が
第
三
章
で
検
証
し
た
日
独
の
報
道
内
容
の
乖
離
は
、
そ
の
初

期
の
事
例
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。
特
殊
性
と
い
う
点
で
は
、

他
の
文
化
事
業
が
一
九
三
八
年
の
文
化
協
定
締
結
後
に
よ
う
や
く

本
格
化
し
た
の
に
対
し
、
伯
林
日
本
古
美
術
展
は
、
そ
の
二
年
前

の
防
共
協
定
締
結
直
後
に
計
画
が
始
動
し
、
当
時
の
両
国
の
政
治

的
意
図
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
た
点
で
興
味
深
い
。

ま
た
本
書
は
、
ヒ
ト
ラ
ー
に
よ
る
高
評
価
（
と
い
う
報
道
）
を

契
機
に
日
本
で
作
品
の
価
値
が
再
認
識
さ
れ
る
に
至
っ
た
《
風
濤

図
》
の
、
メ
タ
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
し
て
の
皮
肉
な
展
開
を
粘
り
強
く

追
究
し
て
い
る
。
戦
時
下
の
特
殊
な
文
脈
で
構
築
さ
れ
た
言
説
が
、

戦
後
も
連
続
し
て
影
を
落
と
し
続
け
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
お

り
、
文
化
交
流
が
齎
す
長
期
的
な
影
響
力
に
改
め
て
考
究
を
促
す

も
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
伯
林
日
本
古
美
術
展
と
い
う
極
め
て
個
別
具
体
的
な

事
例
を
テ
ー
マ
に
し
な
が
ら
、
多
岐
に
わ
た
る
論
点
を
提
示
し
た

本
書
は
、
分
野
横
断
的
・
学
際
的
な
研
究
と
し
て
の
発
展
性
を
内

包
し
て
い
る
。

ま
ず
、
美
術
史
の
側
面
か
ら
学
術
研
究
と
文
化
統
制
の
緊
張
関

係
に
着
目
し
た
本
書
は
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
支
配
構
造
内
部
の
実
態
を

明
ら
か
に
し
た
研
究
と
し
て
評
価
で
き
る
。「
奇
妙
な
沈
黙
や
小

さ
な
抵
抗
な
ど
、
構
造
の
み
を
見
る
作
業
で
は
見
落
と
さ
れ
て
し

ま
う
細
部
に
こ
そ
、
こ
の
展
覧
会
を
取
り
上
げ
る
意
義
が
感
じ
ら

れ
る
」（
五
頁
）
と
い
う
筆
者
の
訴
え
は
、
戦
争
に
結
び
つ
い
た

展
覧
会
の
肯
定
的
評
価
に
繋
が
る
と
危
惧
す
る
よ
う
な
、
本
研
究

に
対
す
る
短
絡
的
な
解
釈
に
対
す
る
真
摯
な
返
答
と
な
る
で
あ
ろ

う
。
そ
の
意
味
で
本
書
は
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
進
展
が
目
ざ
ま

し
い
総
力
戦
体
制
研
究
の
系
譜
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

ま
た
本
書
は
、
国
際
関
係
論
に
対
し
帝
国
史
と
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ

ョ
ナ
ル
な
移
動
と
い
う
切
り
口
か
ら
興
味
深
い
視
座
を
提
供
す
る
。

史

学
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展
覧
会
運
営
や
報
道
を
め
ぐ
る
両
国
の
政
府
・
専
門
家
・
メ
デ
ィ

ア
そ
れ
ぞ
れ
の
思
惑
の
一
致
と
齟
齬
か
ら
は
、
友
好
的
な
協
調
と

相
互
理
解
に
根
差
し
た
文
化
外
交
が
、
権
力
政
治
に
組
み
込
ま
れ

文
化
宣
伝
・
文
化
工
作
へ
と
変
質
し
て
ゆ
く
過
程
が
審
ら
か
に
さ

れ
て
お
り
、
戦
間
期
国
際
文
化
交
流
の
変
容
の
一
端
が
垣
間
見
え

る
。
美
術
作
品
（
モ
ノ
）・
学
者
や
政
治
家
（
ヒ
ト
）・
報
道
（
情

報
）
の
大
規
模
な
移
動
と
交
流
を
伴
っ
た
同
展
覧
会
に
関
す
る
研

究
は
、
移
動
す
る
主
体
お
よ
び
移
動
そ
れ
自
体
に
、
国
際
関
係
が

生
起
す
る
本
源
的
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
見
出
す
「
動
く
国
際
関
係

論
（
3
）」
と
も
接
続
す
る
。
美
術
史
の
枠
を
越
え
、
文
化
史
・
思
想

史
・
メ
デ
ィ
ア
史
は
も
と
よ
り
、
政
治
史
・
外
交
史
・
国
際
関
係

論
と
も
発
展
的
に
繋
が
る
本
書
は
、
他
分
野
の
研
究
者
に
と
っ
て

も
示
唆
に
富
む
も
の
で
あ
る
。

第
三
に
、
本
書
は
〈
帝
国
〉
日
本
美
術
と
い
う
概
念
枠
組
み
を

通
し
て
、
学
術
的
な
議
論
が
ナ
チ
ス
の
政
治
的
議
論
と
共
鳴
・
拮

抗
を
繰
り
返
し
、
時
に
重
な
り
合
い
な
が
ら
展
開
し
た
経
緯
を
緻

密
に
検
証
し
て
お
り
、
文
化
と
政
治
の
不
即
不
離
と
い
う
観
点
か

ら
、
文
化
受
容
史
の
分
野
に
お
い
て
一
つ
の
到
達
点
を
提
示
し
た
。

当
時
、
展
覧
会
に
関
わ
っ
た
美
術
史
家
ら
は
、
美
術
的
側
面
か
ら

脱
国
民
国
家
的
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
生
み
出
す
萌
芽
を
見
せ
な
が
ら

も
、
結
局
は
国
民
国
家
の
枠
組
み
や
西
洋
中
心
主
義
的
な
文
明
論

に
規
定
さ
れ
た
評
価
し
か
下
せ
ず
、
そ
れ
ら
の
言
説
は
、
政
治
的

に
帝
国
の
論
理
に
包
摂
さ
れ
て
い
っ
た
。
ド
イ
ツ
に
お
け
る
日
本

美
術
受
容
が
、
文
化
や
学
術
の
分
野
で
完
結
せ
ず
、
ナ
チ
ス
の
文

化
宣
伝
工
作
を
経
て
創
出
さ
れ
た
美
術
観
（
延
い
て
は
民
族
像
・

国
民
像
）
を
内
に
孕
み
な
が
ら
展
開
し
た
こ
と
を
、
本
書
は
明
ら

か
に
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
成
果
を
発
展
的
に
継
承
す
る
可
能
性
に
つ
い
て
付
言

す
る
な
ら
ば
、
本
書
で
「
日
本
美
術
」
に
冠
さ
れ
て
い
た
「〈
帝

国
〉」
の
論
理
に
つ
い
て
さ
ら
に
検
証
を
進
め
、
他
の
個
別
研
究

と
接
続
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
日
独
双
方
か
ら
呈

示
さ
れ
た
帝
国
の
論
理
に
す
れ
違
い
は
生
じ
て
い
な
か
っ
た
の
か
、

植
民
地
で
開
催
さ
れ
た
台
展
・
鮮
展
や
満
展
で
呈
示
さ
れ
た
対
ア

ジ
ア
帝
国
日
本
美
術
像
と
比
較
し
た
と
き
に
、
対
独
（
対
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
）
の
そ
れ
は
、
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
有
し
て
い
た
の
か
（
4
）
等
、

宣
伝
対
象
と
な
る
他
者
や
局
面
に
応
じ
た
帝
国
日
本
美
術
の
動
態

的
様
相
に
つ
い
て
分
析
を
加
え
る
と
、
本
書
を
通
じ
て
筆
者
が
明

ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
〈
帝
国
〉
日
本
美
術
像
が
、
よ
り
鮮
明
に

位
置
づ
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

三
、
残
さ
れ
た
課
題

最
後
に
、
非
常
に
多
岐
に
わ
た
る
論
点
を
提
示
し
示
唆
に
富
む

書

評

一
八
一
（
四
〇
五
）



本
書
ゆ
え
に
こ
そ
残
さ
れ
た
課
題
に
つ
い
て
、
管
見
な
が
ら
二
点

挙
げ
た
い
。

第
一
に
、
展
覧
会
の
背
景
と
な
る
学
術
動
向
が
、
本
書
に
お
い

て
は
主
に
キ
ュ
ン
メ
ル
を
象
徴
的
存
在
と
し
て
説
明
さ
れ
て
い
る

が
、
他
の
研
究
者
ら
と
の
人
的
交
流
の
構
築
過
程
や
そ
の
社
会
的

機
能
、
言
説
を
残
し
た
個
々
の
専
門
家
に
つ
い
て
の
よ
り
詳
細
な

検
証
が
望
ま
れ
る
。

第
四
章
で
分
析
さ
れ
た
ド
イ
ツ
国
内
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
日
本

美
術
評
価
の
記
録
は
、
ナ
チ
政
権
の
文
化
統
制
下
に
お
け
る
専
門

家
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
ら
の
協
力
・
妥
協
・
逃
避
・
抵
抗
（
戦

線
）
を
投
影
し
た
言
説
空
間
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
貴
重
か
つ
膨
大

な
史
料
を
調
査
し
て
書
き
手
の
思
惑
を
立
体
的
に
組
み
立
て
て
ゆ

く
筆
者
の
根
気
と
緻
密
さ
は
評
価
で
き
る
。
他
方
、
個
々
の
専
門

家
に
つ
い
て
さ
ら
に
踏
み
込
ん
だ
紹
介
が
な
さ
れ
て
い
な
い
点
、

日
本
と
ド
イ
ツ
の
国
境
を
跨
い
だ
美
術
史
家
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ

い
て
、
そ
の
存
在
を
示
唆
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
点
は
惜
し
ま

れ
る
。
個
別
の
論
評
が
紡
ぎ
出
さ
れ
た
具
体
的
プ
ロ
セ
ス
や
ナ
チ

政
権
と
の
関
係
性
の
検
証
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
言
説
を
読
み
解
き
分

析
を
加
え
る
上
で
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。
ま
た
展
覧
会
の
発
起
人
で

あ
る
キ
ュ
ン
メ
ル
が
、
日
本
国
内
の
美
術
史
研
究
動
向
を
取
り
入

れ
よ
う
と
日
本
人
美
術
史
家
ら
と
交
流
し
て
い
た
事
実
は
看
過
で

き
な
い
。
展
覧
会
の
実
行
委
員
と
し
て
作
品
選
定
に
携
わ
っ
た
日

本
人
美
術
史
家
ら
が
、
キ
ュ
ン
メ
ル
ら
ド
イ
ツ
国
内
の
美
術
史
家

ら
と
、
こ
の
展
覧
会
を
契
機
に
一
時
的
に
接
触
し
た
の
か
、
あ
る

い
は
ナ
チ
政
権
成
立
前
か
ら
政
治
的
思
惑
と
は
乖
離
し
た
と
こ
ろ

で
独
自
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
存
在
し
、
そ
の
人
脈
と
学
術
交
流
の

結
実
と
し
て
展
覧
会
の
方
針
や
内
容
が
決
定
さ
れ
た
の
か
、
非
常

に
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
検
証
が
一
層
深
め
ら
れ
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
。

第
二
に
、「
歴
史
か
ら
消
し
去
ら
れ
た
」
展
覧
会
を
「
忘
却
の

な
か
か
ら
呼
び
起
こ
す
」（
二
頁
）
と
い
う
本
書
の
目
標
は
、
本

源
的
に
「
戦
後
の
忘
却
」
と
い
う
枠
組
み
を
暗
黙
の
前
提
と
し
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
書
が
示
し
た
よ
う
に
、
膨
大
な
関
連

史
料
は
抹
消
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
当
事
者
た
ち
も
多
く
は
戦
後
ま

で
生
き
延
び
た
。
そ
れ
で
は
「
歴
史
か
ら
消
し
去
ら
れ
」「
忘

却
」
さ
れ
た
よ
う
に
見
え
た
の
は
何
故
だ
っ
た
の
か
。
ナ
チ
政
権

の
政
治
的
文
化
工
作
と
結
び
つ
い
た
展
覧
会
の
検
証
を
忌
避
す
る

バ
イ
ア
ス
が
、
戦
後
の
学
術
界
で
働
い
た
の
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

だ
か
ら
こ
そ
、
忘
却
さ
れ
た
よ
う
に
見
え
た
戦
後
（
な
い
し
現
在

に
至
る
ま
で
）
の
歴
史
観
を
形
作
っ
て
き
た
装
置
そ
の
も
の
を
批

判
的
に
検
証
す
る
こ
と
で
、
戦
中
を
戦
前
・
戦
後
の
連
続
性
か
ら

の
逸
脱
と
し
て
前
後
の
時
代
か
ら
裁
断
し
よ
う
と
す
る
戦
後
の
思

史
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考
枠
組
み
を
今
一
度
問
い
直
す
視
座
が
、
発
展
的
に
得
ら
れ
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
、
種
々
愚
見
を
述
べ
て
き
た
が
、
本
書
に
よ
っ
て
関
連
分

野
の
研
究
水
準
が
高
め
ら
れ
た
こ
と
は
言
を
俟
た
な
い
。
本
書
を

き
っ
か
け
に
、
伯
林
日
本
古
美
術
展
を
通
し
て
浮
き
彫
り
に
さ
れ

た
諸
問
題
に
関
す
る
議
論
が
活
発
化
し
、
多
角
的
に
検
証
が
積
み

重
ね
ら
れ
て
ゆ
く
こ
と
が
大
い
に
期
待
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
に
も
、

本
書
が
分
野
を
問
わ
ず
幅
広
い
読
者
層
を
得
る
事
を
願
っ
て
や
ま

な
い
。（

吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
六
年
、
二
五
四
頁
、
四
五
〇
〇
円
＋
税
）

註（
１
）
矢
代
幸
雄
『
日
本
美
術
の
恩
人
た
ち
』（
文
芸
春
秋
新
社
、
一

九
六
一
年
）、
同
『
私
の
美
術
遍
歴
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
二
年
）、

同
『
美
し
き
も
の
へ
の
思
慕
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
四
年
）
な
ど
。

（
２
）
桑
原
節
子
「
一
九
三
〇
年
代
に
開
催
さ
れ
た
日
本
美
術
の
二
つ

の
重
要
な
展
覧
会
に
つ
い
て
」『
東
京
・
ベ
ル
リ
ン
│
│
一
九
世
紀

〜
二
〇
世
紀
に
お
け
る
両
都
市
の
関
係
│
│
』（
ベ
ル
リ
ン
日
独
セ

ン
タ
ー
、
一
九
九
七
年
）
な
ど
。

（
３
）
平
野
健
一
郎
『
国
際
文
化
論
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇

〇
年
）
�
頁
参
照
。

（
４
）
五
十
殿
利
治
編
『「
帝
国
」
と
美
術
│
│
一
九
三
〇
年
代
日
本

の
対
外
美
術
戦
略
│
│
』（
国
書
刊
行
会
、
二
〇
一
〇
年
）
に
は
、

伯
林
日
本
古
美
術
展
の
他
、
パ
リ
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
万
博
国
際

館
日
本
部
、
ロ
ー
マ
と
仏
印
で
開
催
さ
れ
た
日
本
美
術
展
、
朝

鮮
・
台
湾
等
の
植
民
地
や
満
州
で
開
催
さ
れ
た
美
術
展
に
関
す
る

諸
研
究
が
編
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
結
節
点
と
し
て
、
編
者
は

バ
ー
ト
・
ウ
ィ
ン
ザ
ー
�
タ
マ
キ
（
二
〇
〇
一
）
が
提
唱
し
た

「
美
術
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ムartistic

nationalism

」
と
い
う
分
析
指

標
を
呈
示
し
て
い
る
。

書

評

一
八
三
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四
〇
七
）


